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世界トップレベル国際研究拠点形成促進プログラム

（世界トップレベル拠点プログラム）

○研究機関内のトップレベル研究者を集結
○国内外の第一線級の研究者を招へい
○強力なマネージメント体制と能力主義に基づく報酬
○英語の使用や強力な支援体制など国際標準の研究環境
○他大学・他機関との連携
○平成１９年度、公募により選定
対象：大学・大学共同利用機関・独立行政法人
期間：１０～１５年（５年ごとに中間評価）

世界トップレベル拠点
高いレベルと優れた研究環境を実現。
世界の頭脳が集い、優れた研究成果が

生み出される「場」を構築。

大学等の研究機関の国際化

研究環境のグローバル化により、
世界に通用する人材を輩出

科学の発展により、革新的な
イノベーションの種を創出

世界の第一線の研究者が
集まってくる拠点

第3期科学技術基本計画、イノベーション創出総合戦略等を踏まえ、

国内の高いレベルの研究拠点を集中的に支援することで、その分野の世界的な研究者達が、是非そこで研究をしたいと
思い、実際に集まってくるような「目に見える研究拠点」を構築する。

平成19年度予算案 ： 3,500百万円（新規）
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